学校再開時期における担任による子ども・保護者への対応
その1.　 今回の震災や亡くなった人について、児童・生徒に話をするとき
· 話をする前に、まずは自分の中にはどんな気持ちがあるのかを確認しておきましょう。
（自分の中にある、戸惑い、悲しみ、くやしさなどの気持ち、まずはそれらを大事に
わかっておきましょう。そうすることで、落ち着いて話すことができると思います。）
・落ち着いて、分かっている事実を伝える
・それに対する教師の気持ちも伝えてよい（表現してよいということを、子どもに暗に伝えるため）
・子どもたちの回復力の強調
（ex. 人には回復していく力があるということ、これまで子どもたちが頑張った時のこと、阪神・淡路の震災時も復興したこと、教師の個人的経験談など）
→　伝えたことで、子どもたちが泣いたり怒ったりしても、それは自然な反応です。
（抱きしめたり、「くやしいよね」と一緒に受け止めましょう。表現できるということはとても大切なことです。）
→　表現しない子どもも、内側にはいろいろな気持ち（どうしていいか分からない、がまんしているなど）を抱えているので、今はその気持ちを大切にして、無理に表現させようとしなくても大丈夫です。それぞれのペースがあります。
その2.　 児童・生徒との関係づくり　→　「安心感・安全感」の提供
(1)教師との関係づくり
・学校が始まったら、全員（個別に）声をかける時間を持つ。（１人５分ずつでもよいので）。
・その時に「今の状況（住んでいる所、誰と一緒か）」「体調（頭痛、腹痛、吐き気などはないか、眠れているか等）」をさりげなく聞いておく。（不明な点があってもよい。無理に聞きださなくてもよい。）
・「先生はあなたのことを気にかけているよ」「先生がいるよ」ということが伝わればよい。
(2)クラスの仲間との関係づくり
・教師を中心に、互いの自己紹介や簡単なゲームなどをすることでより、「このクラスの子たちは仲間だ」という気持ちを徐々に持てるように工夫していく。
　

その3.　児童・生徒の心身の状態を把握する（健康観察）　
(1)健康観察
a.「食欲がない」「眠れない」「体の中で調子の悪い所がある（腹痛、頭痛、吐き気等）」など、少ない項目でよいので、毎朝継続的に子どもたちに聞き、表に記入。
→　毎日聞くことで、「あなたたちのことを心配しているよ」ということが伝わる。
→　単にその日の様子ではなく、継続してつけることで、子どもたちの変化が見える。
　　　　　　　　　　　　b.「元気がない」「落ち着きがない」「イライラして攻撃的になった」「ハイテンション」
など、担任の目から見て気になる児童、生徒をチェックする。
　
(2)結果は養護教諭に提出（養護教諭は全体的傾向及び気になる子どもを管理職に報告）。
その4. 保護者への周知と情報交換　→保護者の心の安定が子どもの安心感に繋がる
(1) 周知（配布物、保護者会等で）
・予期せぬ大きな出来事（災害）によって、人の心や身体は様々な反応をすることがある。
・それらは、誰にでも起こりうるストレスへ反応であり、いずれは消えていく。
・保護者にできる対応の仕方。　→　リーフレット等の資料を配布。
※次頁の【資料1,2】などを活用。
(2)家庭との情報交換（連絡帳等で）
・学校で元気でも、家庭で反応が出ていることもある。
・保護者自身も当事者であり、疲労や体調不良、心配を抱えている場合がある。
＊正確な学校の被害状況や、今後の学校生活の見通しを伝えることで、保護者が安心される場合もあります。（管理職から伝えてもらう方法もよいかもしれません。）
＜最後に先生方へのメッセージ＞
先生方ご自身も被災地に住まわれながら、子どもたちのために懸命に頑張って来られたこと、そして今も頑張っておられることに、心より敬意を表します。
　子どもたちを守る先生方がこれからも健康でいられますように、ご自身がリラックスできる時間や、お仲間の先生方と語り合う時間が持てますことを願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　

【資料 1】
保護者のみなさまへ                              

平成23年   月  日
○○市立○○小・中学校
東日本大震災に被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

さて、小・中学校での新年度の生活がスタートしました。お子さんの様子はいかがでしょうか？環境が変わり、緊張しながらも、学校生活に早く慣れようとがんばっているのではないでしょうか。ご本人はもちろん、ご家族にも安心して過ごしていただくためにも、何か心配なことがありましたら、小さなことでもお気軽にご相談ください。



大きな災害によって、子どものこころとからだには、大きなストレスがかかります。ストレスがかかると、子どものこころやからだは、それを何とかしようと反応します。

反応が出ることは、とても自然なことです。ここでは、「どんな反応が」「どんな風に出てくるのか」などを、簡単にご紹介したいと思います。
こころの変化

＜気持ち＞音や揺れなどにビクビクしやすい、不安でいっぱい、イライラする、ひとりになることを怖がる、何も感じない、やる気が出ない、ひとりぼっちな感じがする
＜考え方＞遊びや勉強に集中できない、ボーっとする、自分を責めてしまう、思い出したり覚えたりがうまくできない、ふとした時に災害の記憶がよみがえってくる

＜行動＞落ち着きがない、はしゃぐ、ちょっとしたことですぐに怒る、人に会うのが嫌になる、ベタベタと甘える、地震ごっこや津波ごっこ
· 思春期では、幼稚な反抗をしたり、規則や約束を守らないこともあります。

からだの変化

＜睡眠＞寝つけない、夜中に目が覚める、怖い夢をみる

＜食事＞食欲がない、食べすぎてしまう、おいしいと感じない

＜いろいろな訴え＞　頭痛、腹痛、吐き気、めまい、体がだるい

· ストレス反応は、いつもと違うショックを受けた時の自然な反応です。

· 通常は、安全で安心できる生活を続けているうちに徐々におさまっていきます。





【資料 2】保護者のみなさまへ
～身近な友だちをなくした子どもたちの反応と心のケア～ 　　　  平成23年  月   日
○○市立○○小学校
身近な友だちが急に亡くなったとき、子どもたちは大人とは違った反応をします。なぜなら、小学生くらいの子どもは大人と違って、まだ死の実感が伴っていなかったり、死の社会的な意味を考えたりすることが完全にはできないからです。
死別の直後から、すぐに深い悲しみを感じる子どももいれば、その人はまだ生きていると信じこんでいる子どももいます。これはどちらも正常な反応です。しかし、死を受け入れられない状態が一カ月以上も長引いたり、悲しみを感じることを避け続けてしまうことは、心の不健康につながります。
死を思い出させる場所に近づくことを怖がる子どもに対しては、近づくことを強制しないでください。逆にその一方で、それぞれのお宅でお祈りやお参りをしたり、アルバムを見返したり、思い出話を語ったりして、徐々に、亡くなった友だちを大切に考えて心にとどめることは、回復の助けになります。泣くこともとても大切です。友だちを失った悲しみの感情を子どもなりの方法で表現することを「いっぱい泣いてもいいんだよ」と認めて許してあげましょう。逆にまた、泣かずに元気でいることや、今まで通りに笑ったり遊んだりすることに対しても、不謹慎だと叱る必要はありません。大人ができるだけ多くの時間を費やして子どもに寄り添い、自分の感情を隠さず自由に表現しても構わないと保証してあげて下さい。
亡くなった友だちは子どもにとって大切な人だったわけですから、怒りも自然な反応です。怒りは、乱暴な遊びやイライラ、悪夢、ちょっとしたことに過敏に反応する、などのさまざまな行動によって表れることもあります。 遊びやスポーツに切り替えるなどして気分転換させたり、深呼吸に導いてリラックスさせるなどをしてください。
身近な人が亡くなった直後、多くの子どもは幼くふるまうものです。幼児の場合は、一時的に赤ちゃんのようになります。小学生の場合でも、スキンシップを求めたり、注意を引く行動をしたり、抱っこを要求し、赤ちゃん言葉で話すこともあるかもしれません。ですが、それも正常なことです。保護者が疲れて負担にならない程度に、甘えに付き合ってあげてください。
また、「自分のせいで亡くなった」というような罪悪感を持ったり、「亡くなる前に自分が何かできなかったのか」と子どもが自分を責めたりすることもあります。「そんなことを考えるな」と強く否定せずに、「そう考えてしまうのも無理もない」「あなたは悪くない、仕方ない」と、優しく受け止めて気持ちをほぐしてあげて下さい。
以上の子どもの行動は、身近な友だちの急な死別を体験した子どもに普通に起きる反応ですので、温かく受け入れてあげてください。そうすれば次第に元気を取り戻します。しかし、以下のいくつかの症状を持っている子どもは、専門家の援助が必要かもしれません。

お子さんに気になる様子がある場合は、遠慮なく、学校の先生やカウンセラーや近くの医院・病院の医師に相談してください。

（　資料作成：小林東，矢嶋郁代　）



・相談電話　　○○○－○○－○○○○


・カウンセリング(予約用電話)  ○○○－○○－○○○○


※　受付: 月～金，午前　時～午後　時まで 





○日常的な活動や出来事に興味を失っている期間が長引いている。○眠ることが出来ない、食欲がない、一人でいることを恐れる期間が長い。○ひどく幼くふるまう期間が長引いている。○亡くなった人を過度に真似する。○亡くなった人と一緒に居たいと繰り返し言い続ける。○友だちと付き合わなくなったり、学校の成績が急激に下がったり、学校に行くことを拒んだりする。
































○話す？話さない？


子どもが話そうとしている時は、しっかり聞いてあげましょう。何度も同じ話を繰り返すかもしれませんが、話すことで頭の中が整理されます。話したがらない時には無理に聞き出そうとせず、「話したくなったらいつでも聞くからね。」と伝えてあげてください。


○強がりや反抗も、ストレス反応の１つです


まるで何事もなかったかのように普通にふるまったり、逆にはしゃぎすぎたりすることも反応の１つです。本当は不安でいっぱいです。一時的に、周りの人を怒らせたり、手こずらせたりするかもしれませんが、しばらくすると、少しずつ落ち着いてきます。


○体調が悪いみたい。大丈夫？


からだの症状を訴えている時は、手当をしてあげましょう。治療のために、病院に連れて行くことも大切です。苦痛を和らげるとともに、手当をしてもらうことで「守られている」という安心感を子どもに与えます。


○今のところ、元気だから･･･


反応の強さやあらわれ方・反応の時期は、人によって異なります。今現在、心配な様子がない場合でも、長期的に見守る必要があります。








メディアからの情報





直接被災していなくても、テレビから繰り返し流れる映像を見たり、話を聞いたりして、普段よりも落ち着きがないなどの反応が出ることがあります。一時的にそういう刺激を控えることも1つの方法です。子ども達が、安心して過ごせるように、普段の食事、睡眠、勉強、遊びを大切にしましょう。





大人も休息を♪





ストレス反応は、大人にも表われます。辛いときは、無理せずに、周りに相談しましょう。他人と比べずに、自分のペースを保って、こころとからだを休ませましょう。





学校と家庭で


　情報交換を！





「学校では元気」「家ではひと言も話さない」など、学校と家庭で見せる様子が異なることもあります。子どもの様子を、周囲の大人が共有することが大切です。




















・相談電話　　○○○－○○－○○○○


・カウンセリング(予約用電話)  ○○○－○○－○○○○


※　受付: 月～金，午前　時～午後　時まで 























